
内向性との闘い

　　　

　令和4年3月8日～10日に｢収益性の向上を目指した新

技術・新品種の活用」をテーマとしたカンキツの研修

を、新型コロナウィルス感染拡大リスクを配慮してリ

モートにより実施しました。参加者は、研修カリキュ

ラム受講登録者3名、技術開発・普及協力者27名で合計

30名でした。

　講義は鹿児島大学冨永茂人名誉教授および農研機構

職員等、合計7名の講師により実施されました。講義内

容は、①｢Sマルチの施工方法および栽培管理方法につ

いて｣、②｢商用電源のない簡易施設に対応した低コス

ト、環境モニタリングシステム」、③｢カンキツにおけ

るスマート農業技術開発および社会実装に向けた現状

と課題」、④｢今後のカンキツ品種開発に求められるも

の｣、⑤｢農業生産現場における無人飛行機（ドロー

ン）の活用に向けて ～ドローンによる空撮・画像計測  

～｣、⑥｢生物多様性を保全し、それを活かした農業生

　

　令和4年4月4日～15日の期間で、九州農政局消費者の

部屋における特別展示に、農研機構九州沖縄農業研究

センターが出展協力しました。

　九州農政局消費者の部屋は、熊本地方合同庁舎（熊

本市）1階ロビーにあり、年間を通じて農林水産行政や

食に関する情報提供などを行い、消費者とのコミュニ

ケーションを深める場です。

　出展協力した特別展示のテーマは「お米・米粉の魅

力」で、米粉に向く水稲品種「ミズホチカラ」と「笑

みたわわ」のパネルとサンプル展示を行いました。

　これらの九州沖縄農業研究センターが開発した品種

の紹介を通じて、来庁者にお米や米粉の魅力を伝える

とともに、研究成果や取り組みをアピールしました。

｢カンキツ新技術・新品種研修｣を開催

▲　｢笑みたわわ｣市販米パンケーキミックスサンプル、

　　「ミズホチカラ」市販米粉サンプル展示の様子

産経営｣でした。また現地実習に代わり、動画等を利用

したオンライン実習として、｢中晩生の『かんきつ中間

母本農6号』、レモン『璃の香』の特性を活用した利用

方法｣、「Sマルチ施工作業実習」および「中晩生カン

キツ類の品種紹介」を行いました。

　今回の研修は、口之津カンキツ研究試験地に事務局

を置き、現地実習を補う形で画像配信をできるだけ利

用しました。受講者から、「現場等の実際の作業風景

を確認できるので大変分かりやすかった」「旅費や時

間の問題で直接現地での参加が難しい者にも参加しや

すいように今後もリモートという形態での情報の発信

を行ってほしい」との意見を頂きました。

　一方、実物（果実、着果状況、Sマルチ等）を前にし

た研修の開催や対面（リアル）開催で自由に意見交換

できる場を望む声があり、コロナ感染拡大等の対応状

況を考慮しながら対応を検討していく方針です。
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　杉林と田畑に囲まれた家、田植え機やトラクターが

行き交う道、刈払機の目覚まし時計――そんな環境で

育まれたのは、「自分は将来農業を仕事にするのだろ

うな」という漠然とした想いであり、高校生になると

何の迷いもなく地元大学の農学部への進学を選びまし

た。大学の講義で得られる知識や新たな見識は私にと

って魅力的でした。しかし研究者になろうとは思え

ず、それよりも田畑で作物に触れることの方が楽しか

ったため、農作業を仕事にできる就職先を探しまし

た。そんな中、主な業務は農作業で、いつでも研究者

の話を聞ける、いいとこ取りの採用条件――農研機構

の技術支援職を発見します。採用は平成31年4月、つく

ばでの研修を経て、同年10月に九州沖縄農業研究セン

ター　業務第1科（当時）へ配属されました。

　熊本に配属されるにあたり、不安が2つありました。

1つ目は極度に内向的な性格による、職場に馴染むこと

への不安、2つ目は、初の女性業務科職員として「女性

では仕事にならない」という偏見にさらされるのでは

ないかということです。

　先輩方は私が馴染めるようにと、何でも相談に応じ

てくださり、また同年代の職員がいないことを心配し

て、若手の研究員との交流の機会も作ってくださいま

した。先輩方の温かいお人柄のお陰で、自分が馴染め

る居場所が出来たように記憶しています。

　ところが私は、「女性だからと、仕事上使えないと

進路は農業への一本道

不安よ味方になってくれ

思われてはいけない」という気持ちが強すぎて、先輩

方の優しさや心配を受け取ることができていませんで

した。「馴染めない」「出来ないことが多すぎる」と

いう不安は、3年目になっても付きまといました。

　ある時この不安と冷静に向き合ってみると、「女性

だから」と邪険にされたり過度に甘やかされたりする

ことは極めて少なかったと、また「自分が思っている

ほど周囲は女性職員に抵抗がないのではないか？」と

思い直し、そして私の不安の根底にあるものが「現場

で働く男性は女性や未経験者を厄介に思うものだ」と

いう自分自身の偏見であることに気が付きました。

　その後は少し考えを改め、少しずつ偏見を取り除

き、職員として対等であること、素直に教えを乞うこ

とを自分でも意識づけるようになりました。職場内の

コミュニケーションは大切と言われますが、私はまだ

手探りの状態です。内向的な性格はそうそう変えるこ

とができませんが、恐れずに周囲との対話を図りなが

ら、業務に邁進していきたいと思います。

Topics

報告

H u m a n

九州第1業務科　合志圃場技術チーム　

冨山　可南絵（とみやま　かなえ）

九州農政局消費者の部屋に出展報告
▲ホイールローダに

　初乗車した日の写真


